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１．はじめに
　イタリア・バロック期の建築家フランチェス
コ・ボッロミーニ Francesco Borromini （1559-
1667年）は、17世紀ローマを中心に活躍し、そ
の建築書としてオプス・アルキテクトニクム
（以下、『オプス』と略す）を著した1）。『オプス』
においては、詳細に描かれた図面をもとに、オ
ラトリオ会における部屋ごとの機能や各部のデ
ザインが具体的に論じられている。そのため『オ
プス』からは、ボッロミーニ自身の建築に対す
る考えが明確に読み取れる2）。
　また、『オプス』で主題として扱われている
オラトリオ会の建築【Figure 1-4】は、ボッロ
ミーニが生涯にわたって手がけた計画のなかで
も、特に規模が大きく中心的な仕事であり、ボッ
ロミーニの建築に対する考えを探るうえではき
わめて重要である。
　オラトリオ会とは、都市ローマを活動の基盤
として新たに成立した新修道会のひとつであり、
その創設は16世紀に遡る3）。対抗宗教改革期の
ローマにおいては、同様に、ローマ法王に対し
て従順な態度で世俗社会と密接に関わりをもち
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ながら活動するイエズス会やバルナバ会などの
新修道会が次々に誕生していた4）。これらの新
修道会はローマの都心部に拠点を得たが、やが
て勢力を伸張するにつれて、それに適った規模
の教会堂や修道院を望むようになり、イエズス
会を初めとして大規模な修道院建築の建替えに
着手していった。オラトリオ会もまた、このよ
うな大規模な建替えの計画を進める最中に、
ボッロミーニと関わりをもつようになったので
ある5）。
　都心におけるこれら新修道会の大がかりな建
設活動は、周辺環境に対して多大な影響を及ぼ
すことになる。会が活動するのに適した聖堂・
修道院を建設するために周辺の敷地を買収・併
合し、結果としてローマ都心部の細かく不規則
な敷地がまとめられ、大きく変貌していった。
そこに築かれた大規模な建築は、広場や通りな
どの都市景観を大きく支配した6）。
　特に、聖堂は多くの世俗の人々を受入れるこ
とができるように、格段に規模が拡大され、周
囲の人々との関わりがいっそう深められていっ
た。なかでもそのファサードは、聖堂が都市空
間と直接的に接する場として重要であり、そこ
に訪れる人々を聖堂の中の敬虔な世界に引き込
むと同時に、世俗の都市空間の中で、修道会の
象徴である聖堂の存在を強調しながら、劇的な
景観を演出する。
　ボッロミーニが関わるオラトリオ会の建築も
また、周辺の敷地割を一変するほどの大規模な
ものであり、17世紀初めに完成した教会堂7）や、
ボッロミーニの設計によるオラトリオには、多
くの人々が集まるようになっていた。人口が密
Figure 1 『オプス』におけるオラトリオと教会堂、および西側の
 ファサードと時計塔の景観図：Opus Architectonicum, 
 Tav. 67.
Figure 3 『オプス』におけるボッロミーニが設計した部分の
 平面図、Tav. 3.（室名は筆者が記入）
Figure 2 『オプス』におけるオ
 ラトリオ のファサー
 ド、立面図Tav. 6.
Figure 4
『オプス』にお
けるオラトリ
オと図書室の
断面透視図
Tav. 39.
オラトリオの
←ファサード
　中央部
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集する地域に開かれた広場において、教会堂の
ファサードにオラトリオのファサードが並び立
つという特異な様相は、意匠上の問題や修道院
内部の計画とともに、周囲の都市空間との関わ
りのなかで考える必要がある。本論では、ボッ
ロミーニが設計した聖堂のファサード全体につ
いて理解したうえで、特にオラトリオのファ
サードについて、『オプス』を中心に考察する。
２．カルロ・マデルノによる聖堂建築のファ
サード
2.1　マデルノとボッロミーニ
　ボッロミーニは、出生地である北イタリアの
ロンバルディア地方を離れ、1619年頃からは
ローマで活動する8）。当時のローマでは、同郷
の建築家カルロ・マデルノ Carlo Maderno
（1556-1629年）がサン・ピエトロ大聖堂の建設
に取り組み、ボッロミーニは母方の血縁者レ
オーネ・ガルヴォ Leone Garvo の紹介により、
マデルノのもとで修業を積むことができた。
　この時期のローマにはロンバルディア地方出
身の建築家・建築職人が多く働き、マデルノも
また同郷で血縁関係にある建築家ドメニコ・
フォンターナDomenico Fontana （1543-1607年）
のもとで、建築家としての専門的な技術を身に
つけ、パトロン・職人仲間などの人脈を得た9）。
マデルノはローマ・バロックの潮流の中で先駆
的な建築家となり、ボッロミーニはその恩恵を
受けながら、次世代の建築家として、彫刻家・
建築家であるベルニーニGian Lorenzo Bernini 
（1598-1680年）、画家・建築家のピエトロ・ダ・
コルトーナPietro da Cortona（1596-1669年）と
ともに、17世紀のローマで活躍することになる10）。
　『オプス』の中には、ボッロミーニが建築家
としてのマデルノやその建築をいかに捉えてい
たかは、何も論じられていない。ボッロミーニ
は石工職人から建築家として身を立てるまで、
助手としてマデルノに仕え、40年近くの時を隔
てて死に際しても、ローマの聖堂にあるマデル
ノの墓のそばに埋葬してほしいと懇願し11）、生
涯マデルノを慕っていた様子が窺われる。また、
ボッロミーニは若年期において常にマデルノの
身近でその図面を描き、師弟の情感だけではな
く、建築家としても深く理解し信頼し合ってい
たことが確かめられる12）。
　したがって、まずマデルノによるローマの聖
堂のファサードについて、その特徴を分析する。
2.2　サンタ・スザンナ聖堂のファサード
　マデルノは、ローマにおいて、オベリスクの
建立や都市計画上の技術者としての仕事に関わ
り、また建築家として、パラッツォやヴィッラ
などの世俗建築や、建築家にとっての最高の栄
誉となるサン・ピエトロ大聖堂の計画を含めて
聖堂建築にもたずさわった。このような生涯の
なかで、聖堂建築として最も純粋にマデルノが
独自の考えを表明することができたのは、サン
タ・スザンナ聖堂 Santa Susanna のファサー
ド（1597-1603年）であろう【Figure 5】。それ
以外にもマデルノは、1620年にサン・ジョヴァ
ンニ・デイ・フィオレンティーニ聖堂 San 
Giovanni dei Fiorentini や、サンタンドレア・
Figure 5　C. マデルノ、サンタ・スザンナ聖堂、
ファサード　　　 　　　　
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デッラ・ヴァッレ聖堂 Sant’ Andrea della 
Valle などの大規模な聖堂の計画を手がけるが、
前者のファサードは1734年アレッサンドロ・ガ
リレイAlessandro Galilei により計画されたの
ものであり、後者はカルロ・ライナルディ
Carlo Rainaldi （1611-1691年）によって後に大
きく設計変更された。
　サンタ・スザンナ聖堂のファサードは、中央
に向かうほどスパンが広がり、同時に柱が次第
に手前に迫り出すという３次元的な構成が特徴
的であり、それがバロック建築の発端としても
認められている13）。ここで使用された円柱は、
平らな壁体から大きく突き出し、ファサードに
彫塑的な陰影の効果を生み出している。後述す
るように、ボッロミーニもサン・カルロ・アッ
レ・クァトロ・フォンターネ聖堂やサンタ
ニェーゼ聖堂において、よりいっそう彫塑性を
強めた円柱を曲面の中で使用し、またオラトリ
オのファサードにおいては、全体に平らなピラ
スターを用いるなかで１層目の中央入口部分を
強調するために円柱を配置し、部分的に用いる
ことでその効果を考えている。このような円柱
によってファサードに立体感と陰影を生み出し
ていく手法は、ボッロミーニに共通するだけで
はなく、ピエトロ・ダ・コルトーナ【Figure 6】
や、さらに後の時代のマルティーノ・ロンギ 
Martino Longhi il giovane （1602-1660年）らに
も採り入れられる【Figure 7】14）。
　また、マデルノがローマで活動した16-17世
紀には、イエズス会のイル・ジェズ聖堂 Il 
Gesù の長堂式平面のスタイルが普及し始めて
いた。聖堂を計画したジャコモ・バロッツィ・
ダ・ヴィニョーラGiacomo Barozzi da Vignola 
（1507-1573年）はファサードのデザインも考え
ていたが、実際にそれを計画し建設したのは、
1568-1584年にジャコモ・デッラ・ポルタ 
Giacomo della Porta（1540年頃-1602年）であっ
た。 マデルノは両者によるイル・ジェズ聖堂
のファサードのデザイン【Figure 8, 9】を参照
したようであり15）、サンタ・スザンナ聖堂の
ファサードをそれらと同様な２層構成とし、特
にヴィニョーラが示すような規範に従ったデザ
インを選択し、そこから意図的に逸脱を図るこ
とはなかった。実際、ヴィニョーラによるファ
サードは、円柱によって中央部が強調されてい
るものの、全体的な高さと幅の比率やピラス
Figure 6　P. ダ・コルトーナ、サンタ・マリア・デッ
ラ・パーチェ聖堂、ファサード
Figure 7　マルティノ・ロンギ・イル・ジォヴァネ、
サン・ヴィンチェンツォ・エダナスタ
ジオ聖堂、ファサード
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ターの高さと配置との関係などによって全体が
静的に整えられている。
　これに対してデッラ・ポルタによるファサー
ドは、ヴォリュート（両脇の渦巻装飾）が人目
を引き、２層目中央部のピラスターに挟まれた
開口部に円柱が配されるなどの点では、マデル
ノのサンタ・スザンナ聖堂のファサードと共通
する。しかし、デッラ・ポルタの案では、１層
目には中央のみに円柱が配され、残りは平らな
ピラスターにより区分され、ファサード全体と
しては平坦な印象を受ける。
　さらに、マデルノによる２層構成のファサー
ドは、上下層はそれらを分割する水平帯を越え
て呼応しあうように垂直方向の繋がりが強調さ
れ、かつ彫塑的な表現により集中性が高められ
て、全体的に統一感が保たれている。ローマ以
外の地であるが、ヴェネツィアのアンドレア・
パッラーディオ Andrea Palladio （1508-1580
年）による聖堂のファサード【Figure 10, 11】
のように、中央部分は巨大な円柱により単層と
Figure 8　G. B. ヴィニョーラ、イル・
ジェズ聖堂、ファサード案、
1568年（銅版画、1573年）
Figure 10 A. パッラーディオ、サン・ジョルジョ・
マッジョーレ聖堂
Figure 11 A. パッラーディオ、イル・レデントー
レ聖堂
Figure 9 G. デッラ・ポルタによるイル・ジェズ聖堂のファサー
ド（G. B. Falda, Il Terzo Libro del’Nuovo Teatro, Roma, 
1665-67, Tav. 20.）
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なり、水平帯に分断されないまとまりのある外
観を呈するという先例もあった。マデルノは
パッラーディオによる建築書を所有し、これら
２つの聖堂についても十分研究していたはずで
あるが、これらに倣う形式は選択しなかった16）。
　一方、聖堂ファサードの周囲も視野に入れる
と、サンタ・スザンナ聖堂では、その左側に新
しい修道院のファサードが並ぶために、聖堂の
右側においても、左側と同じようなデザインの
ファサードが配置されることになった17）。これ
ら左右のファサードは平坦な煉瓦の壁面であり、
聖堂よりも簡粗な素材を用いて、聖堂と同じよ
うなデザインのピラスターによって分節するこ
とで、聖堂を引き立てつつシンメトリーな全体
構成をなし、統一感が生み出されている。
　しかし、これら聖堂両側の壁面には、背後の
空間を反映させようとする意図はない。聖堂自
体のファサードもまた同様であり、前面広場の
真正面以外からの視点によると、独立した幕の
ように背後にある聖堂本体とは無関係に、著し
く高いことが明らかである。
　同時期にマデルノが関与していたローマのサ
ン・ジャコモ・デッリ・インクラービリ聖堂San 
Giacomo degli Incurabili18）では、それが面す
るコルソ通りVia del Corso の遠方から眺めた
ときに、聖堂本体とファサードとの間に高さの
差はないが、この聖堂の計画は、基本的には前
任者であるフランチェスコ・ダ・ヴォルテッラ
Francesco da Volterra による構想であり、マ
デルノはその計画に従って計画を実現したとさ
れる。
2.3　サン・ピエトロ大聖堂のファサード
　マデルノによるサン・ピエトロ大聖堂の計画
（1607-1617年）は、ミケランジェロが計画した
集中形式の部分に、ラテン十字形となるように
身廊を付足し、それにファサードをほどこすと
いうものであり19）、旧バシリカの平面に重なる
ように、ファサード（1607-1614年）【Figure 
12】は位置づけられた。途中でその両端に鐘楼
を付加する計画変更を受け、マデルノはその基
礎部まで建設し、後にベルニーニが担当したが、
結局は失敗したため鐘楼は取壊された。
　マデルノは、ミケランジェロによるクーポラ
が入口から見えなくなったとの批判を受けたが、
実際にはミケランジェロの計画をできるだけ尊
重し、教皇ほか多くの宗教関係者からの機能上
の要求と折り合いを図るなかで、変更を最小限
にとどめて全体を統合した。ファサードにおい
てもその態勢は明らかであり、ミケランジェロ
による意匠的な枠組みの中で、マデルノはサン
タ・スザンナ聖堂で実現したように、外側から
中央へ向けてピラスターからコラムへと彫塑性
を強めて迫出すようにして、ペディメントによ
り中央部を強調しまとめる、という独自の手法
を示している20）。
　ファサードの２層目に「祝福のロッジア」を
中心として窓が配列され、広場との強い繋がり
が表される。ファサードの内側には、ボッロミー
ニも助手としてその建設に加わったポルティコ
【Figure 13】が配置され、広場から直接身廊が
続くのではなく、来訪者は一旦このポルティコ
Figure 12 C.マデルノ、サン・ピエトロ大聖堂、ファ
サード
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に受けとめられ、入口を入るとマデルノが創造
した長大な軸線の空間を眺めることになる。　
３．ボッロミーニによる聖堂建築のファサード
3.1　16-17世紀ローマにおける聖堂のファ
サード
　ボッロミーニによるオラトリオ会のファサー
ド計画の意味を探るには、ボッロミーニが生涯
にわたって手がけた多くの教会堂・礼拝堂・オ
ラトリオなどにおいて、ファサードを中心に全
体的にその計画を理解していかなければならな
い。そのためにはまず、マデルノについてだけ
ではなく、当時のファサード一般の計画につい
て把握する必要がある。そこで16-17世紀ロー
マに建設された聖堂のファサードについて、聖
堂本体との関連性、修道院においては聖堂以外
の建物各部との繋がり、および周辺環境との関
係をもとに考察する。
　まず、ルネサンス時代のアルベルティのよう
に、聖堂のファサードを２次元的に捉え、幾何
学やオーダーによって壁面を分割する方法
【Figure 14】があげられる21）。無論、身廊や側
廊の幅、採光の問題などを考慮に入れるため、
ファサードが内部空間とは全く無関係に扱われ
るわけではないが、中世以来この時期まで、聖
堂は長い時間をかけて建設されたため、多くの
場合本体とは別の建築家がファサードを担当す
ることとなり、聖堂前面に掛けられたカーテン
のように２次元的な壁として設計された。先述
したジャコモ・デッラ・ポルタの設計によるイ
ル・ジェズ聖堂のファサードは、アルベルティ
より１世紀ほど時代は下るが、やはりそこに聖
堂内部との３次元的な関連は希薄である。また、
狭い広場空間の中では大規模な修道院全体を眺
めることはできないが、聖堂のファサードは、
向かって右側に並ぶ修道院の領域のファサード
に比べて、はっきりと都市空間のなかに際立っ
た存在となっている。
　次にあげられるのが、マデルノのサンタ・ス
ザンナ聖堂のファサードであり、前述したよう
に、かなり彫塑性が強められ３次元的な表現と
なるが、それは内部空間との呼応関係によるも
のではない。中央に聳える聖堂のファサードと、
その両側の壁体は一体化してデザインされ、壮
麗な広場空間を創上げたが、依然としてその内
側の機能を外部表面に映し出すことはない。
　さらに、聖堂が２次元的な壁にとどまらず、
３次元的に前面広場の空間を創り出しているの
は、ピエトロ・ダ・コルトーナによるローマの
Figure 14 L. B. アルベルティ、サンタ・マリア・
ノヴェッラ聖堂、ファサードFigure 13 C. マデルノ、サン・ピエトロ大聖堂、
ポルティコ）
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サンタ・マリア・デッラ・パーチェ聖堂 Santa 
Maria della Pace （1656-1657年）のファサード
である【Figure 6】。ファサード中央部の半円
のポルティコが前方に張り出し、両側の壁体は
その背景のように後方から大きく湾曲して弧を
描く。ファサードは、ここでもやはり聖堂内部
空間を直接反映してはいないが、外部空間に向
かって積極的に働きかけ、小さな広場を舞台空
間のように変貌させた。
　ほぼ同時期に計画されたベルニーニによるサ
ンタンドレア・アル・クィリナーレ聖堂 Sant’ 
Andrea al Quirinale（1658-1671年）【Figure 15】
は、聖堂の両脇は湾曲した凹面となり、中央の
ポーチが前面に張り出すなど、コルトーナによ
るファサードとの共通点も多い22）。
　しかし、このファサードは、明らかに聖堂の
内部空間と連携するように考案されていて、来
訪者が外部の湾曲した壁体とポーチに導かれて
建物内部に至ると、眼前に横長の楕円を描く
ドーム【Figure 16】を掲げた劇的な内部空間
が繰り広げられる。
3.2　サン・カルロ・アッレ・クアトロ・フォ
ンターネ聖堂のファサード
　ローマのサン・カルロ・アッレ・クアトロ・
フォンターネ聖堂San Carlo alle Quattro Fontane 
（1634-1667年）は、ボッロミーニが建築家とし
て独立してすぐの仕事であり、建物は、居住棟、
回廊、聖堂の順に建設された。聖堂のファサー
ド【Figure 17】は、ボロミーニが亡くなる前
に１層目まで仕上がり、残る２層目は甥のベル
Figure 17 F. ボッロミーニ、サン・カルロ・アッ
レ・クアトロ・フォンターネ聖堂、ファ
サード
Figure 16 G. L. ベルニーニ、サン・タンドレア・
アル・クィリナーレ聖堂、ドーム
Figure 15 G. L. ベルニーニ、サン・タンドレア・
アル・クィリナーレ聖堂、ファサード
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ナルド Bernardo Carpoforo （1643-1709年）が
変更を加えて完成させた23）。
　きわめて彫塑的なこの聖堂のファサードは、
マデルノによるファサードから、３次元的に
いっそうの展開を見せたことが認められる。
ボッロミーニが表現する力強い曲線を描く聖堂
内部の壁面は、外部のファサードと３次元的に
密接に関連し、デザインは連動している。聖堂
内部もまた、ファサード以上に波打つ曲面と浮
かび上がる立体的な円柱により【Figure 18】、
劇的な表現である。印象の強いファサードに
よってその予兆が示されているものの、入口か
ら導かれて、内部の縦長の楕円形のドームを戴
く聖堂に入った人々は、当時の会士が「ただ眺
め回すだけ」の状態になったと伝えるほど、そ
の劇的な空間に驚かされた。
　聖堂の向かって右手（西側）に隣接する回廊
部分もまた、ボッロミーニが自由に設計できた
と考えられるが、聖堂とは異なる平坦なデザイ
ンである。聖堂と関連付けて３次元的な凹凸を
つけたり円柱を用いたりはせず、聖堂からは対
比的に、独立性を保ちつつそれを引き立てるよ
うな表現とした。平らな壁面には、計画以前の
既存の開口部が残っていたが、むしろそれは立
面の配置計画のなかに活かされ、扉や窓の開口
部をアクセントととする線の構成の中に組み込
まれ、全体がまとめ上げられた。
　また、サン・カルロ聖堂が位置する四辻には、
噴水が配され、そこから東西方向に伸びるクィ
リナーレ通りには、塔が聳える聖堂と回廊部分
のファサードとが面して壮観な見通しが演出さ
れている。それに直交する南北方向のフェリー
チェ通りには、ボッロミーニが初めに設計した
修道士たちの居住棟と庭園のファサードが接し、
クィリナーレ通りと合わせて眺められる劇的な
都市景観を創り出している。
3.3　サンタニェーゼ聖堂のファサード
　サンタニェーゼ・イン・アゴーネ聖堂 Sant’ 
Agnese in Agone （1652-1666年 ）【Figure 19, 
20】においては、ファサードの破風の下のコー
ニスまでの主要部分がボッロミーニによる設計
（1653-1655年）であり、高々と聳えるドームや
両側の２つの塔も、ほぼボッロミーニの案に基
づいている24）。
　南北に細長いナヴォーナ広場の中央には、ベ
ルニーニによる「四大河の噴水 Fontana dei 
Fiumi」（1651年）が築かれ、その西側にサン
タニェーゼ聖堂のファサードが向かい合ってい
Figure 18　F. ボッロミーニ、同、内観
Figure 19 F.ボッロミーのサンタニェーゼ聖堂とナ
ヴォーナ広場
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る。ファサードの破風が配される中央部分、お
よびその両側に凹面のカーブを描く部分とに、
独立性の強い巨大な円柱が立ち並び、力強く彫
塑的な表現によって劇的な広場空間が演出され
ている。それに対して、その両側の２つの塔の
下の部分には平坦な対のピラスターが用いられ、
さらに両方の外側はセルリアーナの窓が配され
たパラッツォ風のデザインに移り変わっている。
　聖堂内部においては、ボッロミーニは既存部
分を大きく取壊すことなく、少しの改変を加え
て全体を統合し直した。以前はギリシア十字形
の平面で各部の独立性が強かったが、交差部四
隅に赤色大理石の円柱を斜め方向に配すること
で、中央部が集中性の強い八角形となり、全体
的に統合された。凹面のファサードに迎えられ
て聖堂入口を入った人を、祭壇まで通された軸
線が内部空間へと導き入れる。そこに見られる
のは、サン・カルロ・アッレ・クアトロ・フォ
ンターネ聖堂のように、曲面と円柱による彫塑
的な表現のファサードが、軸線によって流動的
に内部空間へと繋がる、３次元的な効果を意図
した計画である。
　また、聖堂の塔よりさらに外側のファサード
にあるセルリアーナの窓は、ボッロミーニが聖
堂の南側に隣接するパンフィーリ家の館 Palazzo 
Pamphili において、その広間の扉の装飾とと
もに設計したものである。パンフィーリ家は当
時ナヴォーナ広場一体を拠点としてその勢力拡
張を図っていた。聖堂とは機能が異なる内部空
間までを含め、ファサードは全体として聖堂を
中心にシンメトリーに仕上げられ、広場空間を
支配しようとするパンフィーリ家の象徴になっ
ている。
3.4　コッレジオ・プロパガンダ・フィーデの
ファサード
　1644-65年にボッロミーニは、コッレジオ・
プロパガンダ・フィーデの建物 Palazzo di 
Propaganda Fide と、それに付属するレ・マギ
の聖堂 Chiesa dei Re Magi（「東方三博士の教
会堂」）【Figure 21】とを合わせて計画した25）。
ボッロミーニが担当する以前に、教会堂はベル
ニーニが1633年に既に建立していたが、周囲の
建物との都合上、設計が進んだ段階でボッロ
ミーニにより全面的に取壊された。
　プロパガンダ・フィーデの聖堂のファサード
は、入口の中央部が凹面を描き、全体の壁面を
分割するピラスターの間に開けられた窓には、
それぞれ彫塑的な円柱やボッロミーニ独自のデ
Figure 21 F. ボッロミーニ、コレッジオ・プロパ
ガンダ・フィーデ、ファサード
Figure 20 F. ボッロミーニ、サンタニェーゼ聖堂、
ファサード中央部
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ザインの破風が配されている。建物に入ると奥
には、特徴的な表現のファサードと３次元的に
一体化するように聖堂内部の空間が広がってい
るかのように感じられるが、実際には入口を入
ると玄関のような廊下へと続く。90°方向転換
して、その左手に設けられた聖堂の扉口から内
部に入ると、縦長の矩形平面の聖堂の軸線が、
ファサードと平行するように伸びている。
　一方、廊下の右手方向は、建物の別の用途に
当てられ、シンメトリーなファサードは建物全
体と調整されて、左半分のみが聖堂に重なって
いる。また、聖堂内部はヴォールトのリブを大
オーダーのピラスターが支えるという、オラト
リオと共通する構成である。プロパガンダ・
フィーデの聖堂は、オラトリオよりもかなり後
に設計されたが、多くの類似点が認められ、ボッ
ロミーニは長い間その基本構想を保持していた
と考えられる。
3.5　オラトリオのファサード
　ボッロミーニが計画したオラトリオ（1636-
1642年）は26）、会の教会堂であるサンタ・マリ
ア・イン・ヴァッリチェッラ聖堂 Santa Maria 
in Vallicella のファサードの向かって左側に隣
接して並び立ち、壮観な広場空間を演出してい
る【Figure 1】。
　しかし、オラトリオは、中央入口からまっす
ぐ奥まで軸線が通されるのではなく、プロパガ
ンダ・フィーデの聖堂のように、中央の入口を
入ると動線は90°左に向きを変える。その最大
の要因となるオラトリオの場所については、
ボッロミーニの前任の建築家パオロ・マル
シェッリ Paolo Maruscelli （1596-1649年）によ
る計画の中で規定されたもので、修道院の敷地
全体における南西の角地に、長辺を南側に向け
てオラトリオは配置されていた27）。
　オラトリオのファサードは、トラヴァーチン
による教会堂のファサードに対して、それより
控えめとなるように簡粗な素材の煉瓦造である。
しかし、この凹面を描くオラトリオのファサー
ドの独特なデザインは、修道院におけるその他
の居住部分の外壁が、曲線や凹凸のない平坦な
４層の壁面に規則的な窓割をした構成であるの
とは対照的である。オラトリオはその特異なデ
ザインによって、聖堂とともに広場空間の中心
となり、オラトリオを教会堂と同じカテゴリー
として扱うボッロミーニの考えが実際に表され
たものといえる28）。
　さらに、オラトリオのファサードは、人々を
招き入れる人の腕のような緩やかに湾曲した形
態で29）、全体的に３次元的な構成である。２層
構成の壁面は、大オーダーのピラスターを用い
て分節され、その間にはそれぞれ、ボッロミー
ニ独自の彫塑的なデザインがほどこされた扉や
窓が配置された。
　前述したように、ファサード中央に設けられ
た集中性の強い入口から、来訪者は直接オラト
リオ内部空間に導かれるのではなく、オラトリ
オ前面の広間のような空間に入る【Figure 3】。
そのまっすぐ前方に見える出入口まで進むと、
オラトリオの北面に接する「第一の回廊」へと
出る。一方、途中で西方に左折すると、オラト
リオ内部に入り、来訪者の視線は東西方向の軸
線沿いに進み、主祭壇に受けとめられる。主祭
壇はその両側に聖歌隊のバルコニーがシンメト
リーに配置され、ヴォールト天井の下で劇的な
内部空間の中心となっている。
　このように、オラトリオの内部の一体化した
空間では、軸線がファサードと平行な東西方向
に置かれ、さらに、説教壇が配置されるオラト
リオの南北方向の中心線もまた、外部のファ
サードとは一致していない。
　一方、オラトリオの上階にある図書館は、初
めオラトリオのファサードと幅が揃うように立
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ち上げられるはずであったが、設計途中で構造
的な配慮から変更されてファサードの向かって
左側の西方へ延長された結果、ファサードに収
まり切らない部分が生じた30）。ボッロミーニは、
オラトリオのファサードの自立したイメージを
大切にしていたが、実際には平坦な煉瓦の壁体
が、緩やかな凹面のカーブを描くファサードの
背景のように張り付き【Figure 2】、その独立
性は弱められた。
　南面のファサードと、それに直交する（北方
へ伸びる）西側の面は、『オプス』においては、
現在よりはるかに開けた前面広場から同時に見
渡されるように描かれている【Figure 1】。南
西角部において平坦な西側ファサードから３ス
パン分だけ突き出しているのは、オラトリオと
その上階の図書館の西側の壁面であり、窓や柱
割のピラスターなどのデザインは、全体的にオ
ラトリオのファサードと同じ調子に統一されて
いる。その北方には、大規模な修道院の居住部
分にあたる壁面が広がり、北方向のモンテ・
ジョルダーノ広場 Piazza di Monte Giordano
まで、一律な窓割をほどこした平坦な煉瓦造の
壁体が続く。このモンテ・ジョルダーノ広場に
面して、ボッロミーニが計画した建物の北西角
部（1647-1650年）に聳える時計塔が、遠く南
方から見渡した視界のなかでアクセントとなっ
ている。
　一方、劇場都市ローマを描写するファルダの
景観図には、オラトリオ会の建物に対して、こ
のような90°の角をなし２方向を見渡す表現は
見当たらない31）。しかしここでは、ボッロミー
ニが広場の主役となる教会堂とオラトリオの
ファサードだけではなく、それらの位置づけを
修道院全体とその周囲を含む広い視野のなかで
確認し、統一しようとしていた様子が窺われる。
４．『オプス』からみるオラトリオのファサー
ド計画
　『オプス』では、オラトリオの他にも、会の
活動に応じて求められる部屋や、機能上必要と
される回廊や階段などについて詳細に説明され
ている。そこに付された立断面図・断面透視図
【Figure 4】は、意匠デザインだけでなく、建
築各部の立体的な関係やボッロミーニが設計上
抱えていた問題の解決法などを理解するうえで
も有効である。ここでは、オラトリオのファサー
ドと、これら修道院内の建築各部との関わりに
ついて、『オプス』を読み解き考察する。
　はじめに、『オプス』においては、会士たち
の実利性を求める態度が繰り返し主張されてい
る32）。その建築には装飾を押さえ贅沢な素材を
使用せず、オラトリオのファサードに対しても、
ルスティカの煉瓦造とするように求められた、
と伝えられる。ファサードの窓や扉、さらに暖
炉などの細部も、簡素にするよう指示されたと
のことであった。『オプス』には、イエズス会
やテアティノ会の名が具体的にあげられ、建設
活動にあたっては、オラトリオ会士たちが他の
新修道会の建築を強く意識していた様子が窺わ
れる33）。しかし、会士たちは競い合うのではな
く、あくまで簡粗で謙虚な建築を求め、ボッロ
ミーニはこうした清貧の精神に応えて、工夫を
重ねて煉瓦造の新たなオーダーをつくり、ファ
サードを完成させた。
　実際、ファサードをオラトリオ内部だけでは
なく、建物の他の部分と合わせて調整するには、
ボッロミーニは数々の問題に直面した。たとえ
ば、オラトリオが接する北側の「第一の回廊」
においては、アーケードが90°に折れ曲がる角
の部分に厚みが生じるが、これに対応するオラ
トリオの壁体と、整然とした窓の配置とが求め
られる【Figure 3】。そのため、ボロミーニは、
オラトリオ内部では長手方向の壁を、同じスパ
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ンで単純に分割するのではなく、対のピラス
ターを用いて4つに区分けした上で、中央に位
置する対のピラスターの間を広げて説教壇を挿
入して釣り合いをとったと、念入りにその過程
を説明する34）。ファサードは１枚の面であって
も、内部のオラトリオと、さらにその奥にある
「第一の回廊」のアーケードとの調整を含めて
設計される必要があった。
　さらに、オラトリオの内部空間と、それを外
部に表すべきファサードの位置が一致しないと
いう問題35）は、ファサードの左手半分がオラ
トリオの側面全体に沿うように考案しなおされ、
広場から眺める人々の視線と内部へ導かれる動
線に対して、劇的にはたらきかけるよう効果的
に活かされた。
　オラトリオのファサードは両腕を広げた人体
を表し、その湾曲した形態によって、告解や秘
跡への列席に集まる大勢の人々をオラトリオの
中に招き寄せる。全体は５つの部分に区分され
て、中央部分が胴体の部分に、湾曲する両側の
部分が両腕に相当するとされるが36）、ファサー
ドの端で大きく前方に突き出すピラスターは、
オラトリオの大空間を覆うヴォールトを補強す
る控壁のような役割があり、構造的な観点から
その重要性が述べられている37）。
　また、ボッロミーニは、「教会堂の申し子」
であるオラトリオのファサードを、教会堂より
高い位置につくらないように苦心した様子を伝
えている。その原因は、「第一の回廊」の北側
に配される既存の聖具室が、教会堂よりも1 m
ほど（4 palmi）床面が高いことであるが、ボッ
ロミーニは、聖具室からオラトリオのファサー
ドまでの床面を一様に高くはせずに、ファサー
ドから「第一の回廊」に至る手前に階段をつく
り、オラトリオの床面は低く抑える一方、内部
は天井高を他の部分に揃えて対処し38）、オラト
リオ自体の高さを大きくとることも合わせて達
成した。ファサードから離れた位置にあっても、
建物の既存部分は、各部の３次元的な関連性を
考えながら利点として計画に活かされ、新たに
全体構成がまとめ直されたといえる。その設計
過程を説明するために、『オプス』には立断面
図・断面透視図が不可欠であろう。
　オラトリオの上階の図書室は、前述したよう
に、左手に引き延ばされた結果、実際にはファ
サードの背後に収まらず、建物の西側の面に合
わせて建ち上がっているが、『オプス』に記さ
れているのは、それ以前の計画である39）。図書
室内部には、本棚が床面から窓の下まで立ち上
がり、本棚の上は回廊となる。1 mほどの高さ
の窓のもとに、その壁の厚みを利用した腰掛け
付きの台により、少し奥まった場所で美しい景
色を眺め、落ち着いて勉強できるように配慮さ
れている。
　図書室から外に出るバルコニーは、オラトリ
オの全体的な凹面の中心から突き出す形で生み
出され、そこに座って勉強できるよう手摺付き
の露台などが設けられた。
５．結論
　オラトリオのファサードは、人口が密集する
地域に開かれた広場に、教会堂と独立した形で
並び立ち、独特な景観を創り出している。人々
を招き入れるその湾曲した形体が意匠上まず注
目されるが、『オプス』のなかでは特に、入念
に描いた図面を用いて詳細にその設計過程が説
明され、既存部分の制約を利点に転じ、３次元
的な視点から全体を調整して統合しなおそうと
したボッロミーニの意図が強く表されている。
　また、オラトリオのファサードは、ボッロミー
ニが計画したその他多くの聖堂のファサードと
同様に、都市空間に対する接点として、人々や
環境との関わりを強く意識しながら、内部空間
と統合的にデザインされている。その際、聖堂
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のファサードに彫塑的な構成を創造したマデル
ノのように、ボッロミーニは、円柱とピラスター
による彫塑性を活かし、ファサードにそれらを
巧みに組合せて配置した。ボッロミーニはさら
に、内外の壁体に曲面を使用することにより、
ピラスターとコラムを壁面に融合させ、ファ
サードと聖堂内部の空間とを一体化させている。
結果的に、ファサードと内部空間の場所が一致
しない、両者の軸線が90°異なる、などの点も、
来訪者に対して次々と劇的に展開しはたらきか
ける空間として創りかえられた。
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